
仮説要因カテゴリ

要件定義の不明瞭さ

リソースの不足

プロジェクトの初期段階で要求仕様が明確でない場合、見

積もりがずれる原因となります。仕様が後から変更される

ことで、追加の作業が発生します。

とりうる対策の例

ユーザーストーリーの採用: 
ユーザーストーリーを用いて、顧客や利害関係者の視点から要求仕様を明確化しま

しょう。ユーザーストーリーは簡潔で理解しやすい形式で要件を記述するため、変

更にも柔軟に対応できます。

イテレーションごとの機能追加: 
プロジェクトを複数のイテレーションに分割し、各イテレーションごとに必要な機

能を追加していくアプローチを取り入れましょう。初期段階で全ての要求仕様を完

璧に把握することは難しいため、イテレーションごとに機能を追加・修正すること

で、柔軟に変更に対応できます。
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スキルのバランスを考慮したチーム編成: 
チームを構成する際には、各メンバーが持つスキルや経験を考慮し、バランスの取

れたチームを編成しましょう。必要なスキルを持った人材をチームに配置すること

で、作業の効率性や品質を向上させることができます。

リソースの透明性と調整: 
チーム全体のリソース状況を透明にし、適切なリソースの配分を行うためのメカニ

ズムを導入しましょう。リソースの適切な配分や調整を行うことで、問題が発生し

た際に迅速に対応し、予定通りに作業を進めることができます。
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必要なスキルを持った人材が不足していたり、リソースの

配分が不適切である場合、予定通りに作業を進めることが

難しくなります。

技術的な困難さ​

予想しない問題​

コミュニケーション

不足​

タスクの見落とし​

リソースの可用性​

プロジェクトの優先

度と緊急度​

テストと品質保証​

プロジェクトの管理

と進捗報告​

外部との依存関係​

スコープの変更​ プロジェクト進行中に、クライアントからの要求が増えた

り、追加機能が必要になった場合、見積もりが大きく変わ

ることがあります。

優先順位の再評価とスプリントの調整: 
クライアントからの新しい要求や追加機能が発生した場合、チームは優先順位を再

評価し、スプリントバックログを適切に調整する必要があります。追加機能が重要

であれば、既存の作業項目を調整して取り込むか、次のスプリントに計画すること

で見積もりの変化を最小限に抑えることができます。

柔軟なスコープ管理と透明性の確保: 
スコープの変更や追加機能が生じた場合、それがプロジェクト全体に与える影響を

チームとクライアントとで共有しましょう。透明性を保ちながらスコープの変更に

柔軟に対応し、追加作業にかかる時間やコストを正確に見積もることで、プロジェ

クトの進行をスムーズにすることができます。
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新しい技術や複雑なアルゴリズム、特定のプラットフォー

ムへの適合などの要素が含まれる場合、開発に時間と労力

を要する可能性があります。

スプリント内での技術検証: 
新しい技術や複雑なアルゴリズムを取り入れる場合、スプリント内でそれらの要素

についての技術検証を行いましょう。早い段階で問題や課題を特定し、必要な調整

や学習のための時間を確保することで、開発にかかる時間やリスクを最小限に抑え

ることができます。

適切なタスク分割とプロトタイプの活用: 
複雑なアルゴリズムや新しい技術を取り入れる際には、タスクを適切に分割し、小

さな成果物を短いサイクルで作成することが重要です。プロトタイプを活用して機

能の検証やフィードバックを得ることで、問題を早期に発見し、迅速に対処するこ

とができます。
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バグ修正や障害対応、セキュリティ上の懸念など、予期し

ない問題が発生した場合、見積もり通りの進捗や期限を守

ることが難しくなることがあります。

リスク管理と継続的なフィードバック: 
チームはリスクを事前に認識し、継続的にリスクを評価し、管理する仕組みを導入

しましょう。定期的なリスク評価やレトロスペクティブを通じて、問題やリスクに

対する改善策を共有し、フィードバックを受けることで、予期しない問題に対処で

きます。

バグ対応やセキュリティ対策の優先順位付け: 
予期しない問題が発生した場合、チームはその問題の重要度や影響度を評価し、優

先順位付けを行いましょう。重要なバグ修正やセキュリティ上の懸念に対しては、

優先的に対応することで、見積もり通りの進捗や期限を守るための効果的な対処が

可能となります。
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開発チームや関係者間のコミュニケーションが不十分な場

合、要件の誤解や情報の欠落が生じ、見積もりに影響を与

えることがあります。

定期的なコミュニケーションイベントの導入: 
チームや関係者間のコミュニケーションを促進するために、定期的なコミュニケー

ションイベント（例: 
デイリースクラム、週次ミーティング、レビューセッション）を導入しましょう。

これにより、情報共有や要件の確認が円滑に行われ、見積もりに影響を与えるリス

クを軽減できます。

コミュニケーションツールの活用: 
チームや関係者間のコミュニケーションを強化するために、適切なコミュニケーシ

ョンツール（例: 
チャットツール、プロジェクト管理ツール、ドキュメント共有ツール）を活用しま

しょう。リアルタイムでのコミュニケーションや情報共有を効率化することで、要

件の誤解や情報の欠落を防ぎ、見積もりの精度を向上させることができます。
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開発者やプロジェクトマネージャーがタスクの複雑さを過

小評価してしまうことがあります。逆に、リスクを過大に

評価し、必要以上に時間を見積もってしまう場合もありま

す。

相対見積もりとフィボナッチ数列: 
開発者やプロジェクトマネージャーがタスクの複雑さを正確に評価するために、相

対見積もりとフィボナッチ数列を活用しましょう。相対見積もりでは、タスクを他

のタスクと比較して相対的な難易度を評価することで、客観的かつ比較的正確な見

積もりを行うことができます。また、フィボナッチ数列を用いることで、タスクの

難易度をより精密に評価することができます。

実装の分割と反復的な見積もり: 
タスクの複雑さやリスクを軽減するために、タスクを小さな単位に分割し、反復的

な見積もりを行いましょう。小さなステップに分けて実装を進め、進捗やリスクを

定期的に評価することで、適切な見積もりを行うことができます。また、フィード

バックを通じて見積もりを修正し、より正確な見積もりを実現できます。
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開発に必要なリソース（人員、ハードウェア、ソフトウェ

ア、ツールなど）が十分に利用可能であるか確認します。

リソースの遅延や制約が見積もりに影響を与えることがあ

ります。

リソース管理と適切なプロジェクト計画: 
チームはリソース（人員、ハードウェア、ソフトウェア、ツールなど）の利用可能

性を確認し、適切なプロジェクト計画を立てることが重要です。リソースの遅延や

制約が見積もりに影響を与える可能性があるため、リソースの状況を透明にし、適

切なスケジュールやタスクの割り当てを行うことで、見積もりの精度を向上させる

ことができます。

リソースの透明性と調整: 
チームはプロジェクト全体のリソース状況を透明にし、リソースの遅延や制約が発

生した際に迅速に対応できるようにすることが重要です。リソースの透明性を確保

し、必要に応じてリソースの調整や再配置を行うことで、見積もりの影響を最小限

に抑えることができます。
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開発プロジェクトの優先度や緊急度が変更された場合、リ

ソースの再配置やタスクの再評価が必要になります。優先

順位が見積もりに反映されているか確認します。

柔軟なスケジュールとプライオリティの再評価: 
プロジェクトの優先度や緊急度が変更された場合、チームはスケジュールとタスク

のプライオリティを柔軟に再評価する必要があります。アジャイル開発では、短い

イテレーションを通じて優先順位を定期的に見直し、必要に応じてリソースの再配

置やタスクの再評価を行うことで、優先度の変更が見積もりに適切に反映されるよ

うにします。

透明性とコミュニケーションの強化: 
プロジェクトの優先度や緊急度の変更が発生した際には、チーム全体がその変更に

対して理解し、適切に対応できるようにするために、透明性とコミュニケーション

を強化しましょう。定期的なミーティングや進捗報告を通じてプロジェクトの状況

を共有し、優先順位の変更がリソースの再配置や見積もりにどのように影響するか

を明確にすることで、チーム全体が一体となってプロジェクトを成功に導くことが

できます。
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テストフェーズで多くのバグが発見されると、修正作業が

追加され、当初の見積もりよりも時間がかかります。

テスト駆動開発（TDD）の導入: 
テスト駆動開発（TDD）を導入することで、開発者はコーディングを行う前にテス
トを書くことから始めます。このアプローチにより、品質の高いコードを作成し、

バグを早期に発見することができます。バグがテストフェーズで発見される頻度が

低下し、修正作業や見積もりへの影響を最小限に抑えることができます。

継続的インテグレーションと自動化テスト: 
継続的インテグレーションと自動化テストを導入することで、コードの統合とテス

トを頻繁に行います。自動化されたテストスイートによって、新しい機能や変更が

既存のコードとどのように統合されるかを迅速に検証できます。これにより、バグ

を早期に発見し修正することができ、テストフェーズでのバグ数を減らすことがで

きます。
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①​タスクの優先順位が適切に管理されていない、
進捗のモニタリングが不足している、あるいは

プロジェクトの全体的な計画に柔軟性がない場合、

リスクや遅延が増加します。

②​プロジェクトの管理や進捗報告にかかる時間や
労力を見積もりに含めているか確認します。

プロジェクトの管理や報告が十分に行われない場合、

スケジュールや予算のコントロールが困難になり、見積も

りのずれが生じることがあります。

​１. カンバンボードの導入: 
タスクの優先順位や進捗管理を改善するために、カンバンボードを導入しましょう。カ

ンバンボードはタスクの状況や進捗を視覚的に管理するのに役立ちます。各タスクがど

の段階にあるかが明確になるため、チーム全体がタスクの進捗を把握しやすくなり、リ

スクや遅延の早期発見につながります。

２. デイリースクラムの実施: 
チーム全体が進捗状況を共有するために、デイリースクラムを実施しましょう。デイリ

ースクラムでは、各メンバーがその日に取り組むタスクや進捗状況を共有し、障害やリ

スクを早期に把握することができます。これにより、適切な優先順位付けやリソースの

調整が可能となります。

３​. 週次レビューの導入: 
プロジェクト管理や進捗報告にかかる時間や労力を見積もりに含めるために、週次レビ

ューを導入しましょう。週次レビューでは、プロジェクト全体の進捗や課題を共有し、

必要な調整や改善点を特定することができます。定期的なレビューを通じてプロジェク

トの進行状況を把握し、見積もりの精度を向上させることができます。

４​. アジャイルツールの活用: 
プロジェクト管理や進捗報告を効率化するために、アジャイルツールを活用しましょう

。タスクの追跡や進捗管理、リスクの可視化などをアジャイルツールで行うことで、プ

ロジェクトの管理や報告が効果的に行われ、スケジュールや予算のコントロールが容易

になります。見積もりのずれを最小限に抑えるために、適切なツールの活用が重要です

。

開発プロジェクトが外部の要素や依存関係に依存している

場合、その要素の可用性やスケジュールに注意が必要です

。外部の依存関係が遅れたり変更されたりすると、見積も

りに影響を与える可能性があります。

リスクの早期特定と備え:
リスク分析とバックアッププランの策定: 
チームは外部の要素や依存関係に関するリスクを事前に分析し、可能な影響

と対策を考えることが重要です。リスクに備えたバックアッププランを策定

し、リスクが発生した際にスムーズに対処できるようにします。このような

アプローチにより、外部要素の遅れや変更が見積もりに与える影響を軽減す

ることができます。

コミュニケーションと調整:
定期的なステークホルダーミーティング: 
開発チームと外部の関係者との定期的なコミュニケーションを確立しましょ

う。外部の要素や依存関係の進捗や変更について透明性を確保し、チームと

関係者間で情報を共有することで、予期しないリスクや変更に迅速に対忦す

ることができます。ステークホルダーミーティングを通じて、各関係者の期

待や制約を理解し、プロジェクトの進行に適切な調整を行うことが重要です

。
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意見集約フォーマット


